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ダ　イ　ズ　の　機械化栽培
中　　　　精　一

（東北農業試験場）

1　は　　じ　め　に

我が国におけるダイズの作付面積は昭和29年を境

として年々減少し，昭和48年には88，400haと全耕

地面積の1，‘労を占めるに至った。このように，作付面

積が減少した理由としては輸入ダイズとの関連が大き

いが，更に，多くの畑作地帯において作付規模が小さ

いこと，山間傾斜地に作付される例が多いことなど機

械化・省力化を障害する要因が多く，また，雑草防除や

収軽調製作業など栽培・作業技術上の問題が多いこと

が考えられる。一方，近年の稲作転換に伴ってダイズ

の作付が一部にみられ，大型機械を駆使した機械化省

力栽培が行われようとしているが，土性や土壌水分に伴

第1衰　ダイ　ズの機械化作業体系

う砕土性あるいは鳥書などの問題がみられるのが現状

である。このようなことから．我が国におけるダイズ

の機械化栽培を効率的に行うには，圃場条件の整備と

併せて，地域の諸条件に適応した栽培と作業の両面か

らの検討が重要と考えられる。

2　機械化作業の現状と問題点

ダイズの作業体系には，人力・小型機械化体系（現

行体系）と大型機械化体系とがあり，後者においては

環境や栽培条件に応じて地域別にかなり異なった体系

が設定されているのが現状である。そこで，主として

大型機械を利用した体系について工程別にみると次の

とおりである（第1表参照）。
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（1）耕起・砕土・整地・鎮圧

耕起・砕土・整地・鎮圧などの作業においては作業

精度が後作業の精度に大きい影響を及ぼすことから，

後作業として，特に播種と中耕除草作業に視点をおき，

圃場や土壌条件に適応した作業条件を設定することが

重要である。播種作業に対しては，砕土率70悌以上

（径1C詔以下の土塊の重量割合）が目標となり，作業

機としてはロークリの砕土性能が大きいこと，土壌が

過湿・過乾条件において砕土性が低下することなどが

明らかにされている（第1図）。また，中耕・除草作

業の精度を高めるには，作業時にトラクタの車輪が著

しく沈下しないように圃場を鎮圧することが必要とな

るので，作業機系列をプラウとデスクハローとの組合

せとし，掛こ火山灰土壌では下層土を十分に鎮圧する。

なお，石灰・堆肥を散布する場合は耕起前に行う。

第1図　土壌水分と砕土率

注．1）砕土率は径1°盈以上の土塊の蚕

量から表示した。

2）最大土娠容水量：110～120％

（21施肥・播種

播種作業に当たっては収軽作業の精度を高めるため

に耐倒伏性が大きく，最下善美高の高Y、品種を選定し，

更に播種精度を高めるために粒径を整一にする。播種

作業では高収量を得るために立毛数変異が10解以下，

株間変異がdO解以下，立毛数が2．000本／aを目標と

して播種機を選定することが重要である。播種精度は

オーブナの型式や土壌条件によって変動し，砕土率が

高い条件においてチゼル型の精度が高く（第2表），ベ

ルト式種子繰出し機構との組合せによってほぼ目標に

第2表　土壌条件と播種深さの変異
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近い精度を保持することができる。また，ダイズは肥

料との接触によって発芽障害を受けやすいので，施肥

位置が種子の下方5°詔以上，側方0～5C詔になるよう

に施肥・播種機を調整すること，管理作業の精度を高

めるために灸が直進性を保持し，畦幅を整一にするこ

となどが重夢である。なお，鳥害に対しては爆音や音

波による方法，忌避剤による方法などがあり，また，

光線による方法が試みられているが，いずれも部分的

効果にとどまり，大面積を対象とした鳥害の防除にお

いて効果的な対策が見出せないのが現状である。

（3）管　理

1）雑草防除

生育期の除草法としては機械的方法と化学的方法と

がある。機械的方法には全面除草と睦間（一部畦内）

除草があり，装着する除草爪の作用には埋没，引抜，

断板作業があるが，雑草の種炉，生育時期，天候及び

土妓条件によって作用強度が変動するので適正条件の

設定が重要となるd　しかし，ダイズにおいては除草適

期が梅雨時期と競合すること，開花時期や草丈との関

係から播種後45～50日以前に作業を終了する必要が

あること，現在の技術水準からすると畦内雑草の防除

が困難であることなどの問題がある。第2図はステア

レジホーの作業時期と除草作業との関係をみたもので

あって，作用位置がダイズに近く，作用深さが深い条

件において播種55日後の除草作用が大きいことが明

らかとなり，作業時期別に適正条件を設定する方式に

おいて除草作用の大きいことが実証されている。しか
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第2図　ステアレジホーの作業時期と除草作用

注・残存雑草本数割合は作業10日後の雑草本数
で表示した。
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し，雑草の種類・組成は雑草本数の増減に伴って変動

するので，作業時期によって除草機の型式や作業条件

及び使用する除草剤の種軒を検討することが重要とな

る（第5囲）。一方，化学的方法としては除草剤の液

剤と粒剤（微粒剤を含む），利用法として士族処理と

土壊混和，利用時期として播種前・後と生育期などが

ある○　しかし，生育期散布に適した液剤がないこと，

土壌処理は風蝕や降雨によって作用が低下しやすいこ

となどの問題がある。しかし，いずれの方法において

も作物の生育・収量との関係で作業に限界があり（第

4回）．人力除草を完全に排除できないのが現状であ

る○　したがって，今後，睦内を対象とした除草機の開
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第4図　ロークリカルチベータの作業条件と収量

との関係

注．1）品種：十勝長菓

2）ホー除草区の子実重：25．2毎／a

5）無除草区の子実重対ホー除草区割合：78解

発と併せて，機械的方法と化学的方法とを効率的に組

み合わせた方法について検討の要があり，既に除草剤

の混和時期や有効期間については若干の知見が得られ

ている。

2）病害虫防除

生育初期の防除作業においては圃場内にトラクタを

導入し，液剤を散布することが可能であるが，播種後

45～50日以後においては機械の走行によって作物の

損傷が増大するために閲場外から粉剤を散布すること

が多い。しかし，この方法ではダイズの下位葉や葉の

裏側に対する防除効果が低下しやすいので，今後，散

布機の型式や利用法についての検討が必要である。

（4）収　穫

収穫作業における作業方式としては，コンバインな

どによる「刈取・脱粒」の1工程方式とバインダー．

スレッシヤーなどを利用した「人力抜取又は機械刈取

（結束・予乾）一脱粒」の2工程方式とがあるが，刈

取損失を少なくするために．耐製薬性，耐倒伏性が大

きく，最下着英高の高い品種を選定し，併せて栽培法

を検討するなど収軽作業以前の栽培・作業条件を適正

にすることが重要となる。特に．機械刈取における最

下若美高の限界はバインダーが12。形，コン㌧ペインが

15C舵とされているので，培土高はできるだけ低くす

ることが必要となり，現在の品種からみると培土高5

C詔が限界と考えられる。しかし，刈取時におけるさや

及び子実水分は成熟期からの日数あるいは日中の時刻
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が経過するに従って低下し，さやにおいては昼間の水

分が低い傾向がある。一一万，イネ用バインダーの刈取

損失はさや及び子葉含水率の低下に伴って増大し．特

に，さや水分との関係が大である。これらのことから，

刈坂損失を5多程度以下とするには，さや含水率が19

～20酵以上（子実含水率：18～19％以上）の条件で

刈り取るように刈取時期，刈取時間及び刈取機の型式

を検討することが重要である（第5，（＝園）。また，

脱粒時の穀粒の損傷や汚染粒を少なくするために熱度

を整一にし，更に低水分とする必要があるので，熟度

が不整一な条件においては2工程方式を適用し，予乾

後脱粒するのが効果的である。
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第5図　さや及び子安含水率の経時的変化

注．品種：十勝長葉，成熟期：10月2日
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第8図　さや及び子　実　含水　率と刈取損失

注．刈取にはイネ用バインダー（1粂塾）を使用した。

（5）乾　燥

子実の乾塊には．従来自然乾燥法をとる例が多くみ

られたが，機械による刈取を前提にすると，刈取損失

を少なくするために人力抜取より若干高水分で刈り取

る必要があり，2工程方式では作業能率を高めるため

に，また，1工程方式では必然的に熱風乾燥が必要と

なる。乾燥には静思式乾燥法が多いが，米麦用循環式

乾燥機も利用できることが実証されている。子実の乾

燥においては農林省検査規格1等級の品質（千乗含水

率15珍以下，整粒歩合85肇以上）を目標とするが，
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第7図　乾燥時問と子実水分及び整粒歩合

注・1）乾燥機の型式：米麦用循環型（10石用）

2）　張り込量：887毎（高水分），914毎（低水分）
5）送風温度：40℃，穀粒温度：54～55℃

含水率20労以上の子実の乾燥では乾減率が大きいに

もかかわらず，子実含水率15酎こおける整粒歩合が

77多と著しく低下し，また．風温が高くなるに従っ

て品質が低下するとされている。このことから，乾燥

における適正条件は子実含水率19～20多以下，風温

40℃以下（乾滅率1．0免／hr以下）と考えられ，現

在の技術水準からみて2工程収穫方式の実用性が大き

いと推察される。すなわち，乾燥は栽培条件や収穫方

式と密接な関連があり，これらの諸条件を適正にする

とともに，乾燥法．特に風温と子実水分との関係につ

いて検討の要がある。

5　今後に痍さたれ問題点

ダイズの機械化栽培については以上のとおりである

が，ここで技術上の主な問題を整理すると次のとおり

である。

（1）雑草防除技術

1）過湿土壌及び多雨条件における除草作用の向上

2）睦内雑草及び宿根性雑草の防除法

5）除草剤の開発と利用法

4）除草機と除毛剤の効率的な組合せ利用法

（2）収穫調製技術

1）耐裂英性が大きく，最下若美高の高い品種の育成

2）刈取可能時間の拡大

5）「刈取・脱粒」方式の開発と実用化

4）高水分子実の乾燥法


